
この度、令和 2 年 4 月 1 日付けで島津前病院長の後を受けて神戸掖済会病院の病
院長に就任いたしました。 
 当院は 1914年神戸市川崎町に開院以来地域の皆様に、安全で良質な医療の提供を
めざして、スタッフの充実、施設機能や診療体制の充実を図って参りました。2001
年に垂水区に移転後職員一同地域貢献に努力してきましたが、小児科、産婦人科の
閉鎖など皆様にご心配やご迷惑をおかけした経緯もありましたが、2013年 ICUの開
設、2015年に地域医療支援病院に指定され、その活動も徐々に評価されつつあるの

ではないかと思っております。これまで諸先輩が築いてきた歴史ある病院長を拝命し身に余る光栄と共に、引
き締まる思いです。 
今回就任にあたり当院が特に取り組むべき重点項目として、次の 3点を掲げました。 

  １） 地域医療構想に則って地域から求められる医療の推進 
  ２） 救急医療、循環器疾病などの政策医療の継続 
  ３） 医療機関としての安定性と継続性 
 一つ目の項目として比較的都市部とされている神戸市でも高齢者の増加や人口減少には歯止めがかからず、
社会構造の変化により地域で求められる医療にも大きく影響を与えております。より高度で先進的な医療を求
めるケースから、全人的な立場から緩和的な医療を希望されるケースまで、地域のニーズは多様化し、これま
での専門性を追求してきた医療教育システムの中で、医師の専門性や地域の偏在化など地域住民が必要とする
医療を十分に提供しきれない状況となっています。今後、専門医の確保は勿論、総合診療や総合内科、救急科
等守備範囲の比較的広い診療科にも重点を置いていきたいと考えています。 
 二つ目の救急医療、循環器疾病については、2019年 12月に施行された脳卒中・循環器病対策基本法に基づき、
健康寿命の延伸と、医療介護費用の削減には、対象疾病予防の推進はもとより、救急治療とリハビリで生活の
質を改善する必要があり、地域の寝たきりや認知症患者を出来る限り減少させる事に邁進したいと考えていま
す。急性期病院として、後遺症の少ない先進の医療から早期リハビリ、またその効果を地域へ繋げて、地域で
も再発予防やリハビリ継続を進めることにより、QOLを維持していただく事に重点を置いた医療を進めてまいり
ます。 
 三つ目の組織としての安定性と持続性についてですが、目まぐるしく変化する医療政策の中で安定した医療
を地域の住民に提供することが重要と考えます。私たちが大切にしたい〝掖済〟（良き方向へ導き助ける）の
精神を持った医療の提供を安定的かつ永続的に行なっていくためには今後増える高齢医師や女性医師の活躍の
場を確保すると共に、若手医師にもワークライフバランスを考えながら新専門医制度や働き方改革などを進め
なければならず、対応すべき問題が山積しています。さらに、これらが医療経済的にも成立する為には、医療
を効率的に提供できる体制作りが必要です。しかしこれらの問題は単一病院の努力だけでの解決は困難であり、
地域の医師会や行政とも十分な連携を取って地域のニーズに応えられる組織づくりを永続性のある安定的な医
療組織を確立しくためには必須と考えています。 
2020年 4月より我々の属する日本海員掖済会は一般社団法人から公益社団法人として認可を受け、より一層

公益性を重視し、多様化する地域の医療ニーズに対応し、地域の皆様に愛される組織として病院職員が一丸と
なり努力して参りたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い致します。 
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 み
な
さ
ん

世
界
糖
尿
病

デ
ー
と
い
う

言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？ 

現
在
、
世
界
の
糖
尿
病
人

口
は
3
億
8

7

0

0
万

人
に
上
っ
て
お
り
、
2

0

3

5
年
に
は
約
6
億
人
に

達
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
、
糖
尿
病
と

強
く
疑
わ
れ
る
人
と
可
能
性

を
否
定
で
き
な
い
人
の
合
計

は
約
2

0

5

0
万
人
に
上

り
、
早
急
な
対
策
が
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
国
際
連
合
は
、

I

D

F
（
国
際
糖
尿
病
連

合
）
が
要
請
し
て
き
た
「
糖

尿
病
の
全
世
界
的
脅
威
を
認

知
す
る
決
議
」
を
2

0

0

6
年
12
月
20
日
に
国
連
総

会
議
で
採
択
し
ま
し
た
、
同

時
に
11
月
14
日
を
「
世
界
糖

尿
病
デ
ー
」
に
指
定
し
、
世

界
各
地
で
糖
尿
病
の
予
防
、

治
療
、
療
養
を
喚
起
す
る
啓

発
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
日
本
各

地
で
も
著
明
な
建
造
物
を
ブ

ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

て
、
街
頭
で
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

神
戸
掖
済
会
病
院
、
糖
尿

病
チ
ー
ム
で
も
こ
の
活
動
に

参
加
し
た
い
と
考
え
、
2

0

1

7
年
か
ら
糖
尿
病
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 イ

ベ
ン
ト
当
日
は
、
い
る

か
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
よ

る
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
や
、
神

陵
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
迫
力
満
点
の
演
奏
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
皆
さ
ん
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
医

師
よ
り
「
知
っ
て
い
ま
す
か

糖
尿
病
」
と
題
し
糖
尿
病
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
、
合
併
症
や

治
療
法
に
つ
い
て
の
講
義
が

あ
り
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き
入

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て

第
1
回
は
栄
養
士
、
第
2
回

は
理
学
療
法
士
、
第
3
回
は

臨
床
検
査
技
師
が
毎
年
交
代

で
明
日
か
ら
実
践
で
き
る
食

事
や
運
動
な
ど
に
つ
い
て
の

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
終

了
後
は
、
各
職
種
が
糖
尿
病
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
、
興
味

を
も
っ
て
頂
け
る
内
容
を
考
え
、

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し

ま
し
た
。 

看
護
師
コ
ー
ナ
ー 

血
糖
・
血
圧
を
測
定
、
フ
ッ
ト
チ

ェ
ッ
ク
（
足
の
観
察
）
、
歯
周
病

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 検

査
技
師
コ
ー
ナ
ー 

測
っ
て
み
よ
うH

b
A
1
c

！
と
題

し
、H

b
1
A
c

の
測
定
を
無
料
で
行

い
ま
し
た
。 

薬
剤
師
コ
ー
ナ
ー 

ペ
ン
型
イ

ン
ス
リ

ン
や

イ

ン
ス
リ
ン

ポ
ン
プ

、
自

宅

で
で
き
る

血
糖
測

定
器

の

展
示
、
お

薬
相
談

を
行

い

ま
し
た
。 

栄
養
士
コ
ー
ナ
ー 

テ
レ
ビ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
、
健
康
に
な
る
食
材
・
食
事
療

法
に
つ
い
て
解
説
、
お
酢
や
サ
バ

缶
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、

低
糖
質
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
実
際
な

ど
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

理
学
療
法
士
コ
ー
ナ
ー 

I
n
B
o
d
y

を
使
用
し
た
、
無

料
体
組
成

測
定
。

ご
自

身

の
体
の
こ

と
を
知

っ
て

い

た
だ
き
、

今
日
か

ら
始

め

ら
れ
る
筋

力
ト
レ

ー
ニ

ン

グ
や
有
酸

素
運
動

の
紹

介

を
行
い
ま

し
た
。 

昨
年
で
第
3
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
盛

況
の
ま
ま
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
も
開
催
が
叶
い
ま
し 

た
ら
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 
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お電話での検査予約が 

可能になりました 
 

検査予約(内視鏡検査は除く)の際、電話をいただいた時点で日程のお返事が出来るようになりました。 

ただし、電話予約の場合は仮ＩＤ（ID90999999 カタカナ名）での検査予約票を FAX しますので、先生方に

はお手数ではございますが、検査予約前日迄に検査依頼書を地域医療連携室まで FAX をお願い致します。患

者様には検査依頼書と仮ＩＤの検査予約票を検査日にご持参いただきますようご説明ください。 

ご不明な点につきましては地域医療連携室までお問い合わせ下さい。 

患者サポートセンター 地域医療連携室 

直通 TEL 078-781-1411 

FAX 078-781-7300 

 

地域医療連携室 



 

【地下鉄学園都市駅から】山陽バス・神戸市バス 約 12 分 

【地下鉄名谷から】山陽バス 約 20 分 

【JR 垂水駅から】山陽バス・神戸市バス 約 20 分 

〒 6 5 5 - 0 0 0 4  
神 戸 市 垂 水 区 学 が 丘 1 丁 目 2 1 番 1 号  
T E L ： 0 7 8 - 7 8 1 - 7 8 1 1 （ 代 表 ）  
F A X ： 0 7 8 - 7 8 1 - 1 5 1 1  
h t t p  : / / w w w. k o b e - e k i s a i k a i . o r . j p  
 


